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昨年度の主な取組内容の確認と今年度の活動方針（案）について 

 

令和６年度の取組内容 令和７年度の取組方針（案） 

主な取組内容 協議内容及び経過  

・障がい者の地域

理解促進につい

て 

・地域理解促進ＷＧを立ち上げ、研修資料のブラッシュアップを行った。そのうちの 1回については、

地域の支援者である民児協向けに理解促進を図っている地域移行・地域定着部会から部会長にも参加

してもらい情報共有を図った。 

・11月に相談支援事業者連絡会、1月に民児協会長会にて周知を行った。 

・1/23に森田地区、2/14に川西地区、3/11に九頭竜地区、3/15に旭地区にて研修実施。 

○障がい者の地域理解促進について＋災害時の対応 

 ・地域向けの研修会の継続（R6年度は主に民生委員向けだ

ったが、R7年度は自治会長・福祉委員も巻き込みながら、

実施することを検討。） 

・居宅生活支援部会のみで取り組むのではなく、必要に応

じて他部署にも働きかけることができると良い。 

 

 

○余暇活動の充実＋移動の課題について 

・余暇活動支援冊子の更新（移動について盛り込む）・周知

…挙がった意見を参考に掲載内容を検討して作成。 

・冊子に盛込むために課題を深掘りして調査できると良

い。  

 

 

○親亡き後の課題について 

 ・当事者向けのサービス・制度一覧の作成 ※地域で生活

していくために必要な情報 

・研修・学ぶ機会の設定（手引きの活用方法の協議含む）

ができると良い。 

・新たな地域課題

について 

・地域生活への移行が進まない理由や地

域で暮らすための課題に関する具体的

な協議を進めていく必要性を確認し、障

がい福祉人材不足については居宅生活

支援部会のみで協議するべき課題では

ないため、優先的に取り組むべき地域課

題を抽出するためのアンケートＷＧを

立ち上げた。 

・9/5付で、障害福祉サービス事業所（入

所系の施設、障害児通所施設除く）に対

して居宅生活における地域課題に関す

るアンケートを実施し、全体の 48.9％

の回答を得た。その結果から、地域課題

の整理を行った。 

上がってきた課題について 

○災害時の対応について 
  ・重度障がい者の具体的対応について 

・いざ災害が起きたときの不安 等 

 

○移動について 

・バスの減便等による移動の不安 

・移動手段がなく、通所できない 

・移動支援の問題 等 

 

○余暇活動の充実について 

・障がい者の余暇活動の情報が少ない 

・コロナにより地域の活動がなくなっている。週末の居場所を 

含め情報がない 等 

 

○親亡き後の不安 
    ・親亡き後の不安 

・後見制度をはじめとする各種制度・サービスについて、当事者

自身が知らない 

・周知・認知が足りていない 等 
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